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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは「消費文化史研究会」の活動を主軸として、消費文化の歴史
的形成と、消費文化と多様な社会経済的要素との結びつきを検討した。プロジェクト構成員は単独および共同プ
ロジェクトを通じて研究を行い、その成果は構成員による研究発表、「シリーズ消費文化史」として出版される
研究書の執筆という形で具体化された。本研究プロジェクトの主要成果の一つは、平成28年度に開催された国際
会議History of Consumer Culture: Objects, Desire and Sociabilityである。同学会の基調講演と主要な発表
は平成30年3月に学会プロシーディングスとして出版された。

研究成果の概要（英文）：This research project, conducted through the History of Consumer Culture 
Research Group, has examined the historical formation of consumer cultures, broadly defined, and the
 links between consumer cultures and various socio-economic factors. The project members explored 
the research theme by carrying out individual and collaborative research projects while 
disseminating the research outcomes in their publications and in writing monographs that will 
publish as the History of Consumer Culture monograph series. A major achievement of the project was 
an international conference that the project held in 2017, entitled ‘History of Consumer Culture: 
Objects, Desire and Sociability’. The conference brought together more than 50 domestic and 
international scholars to discuss the project’s theme from international and interdisciplinary 
perspectives. The conference’s three keynote lectures and selected research papers were featured in
 the conference proceedings published in March 2018.

研究分野： 消費文化史、イギリス社会経済史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、ミクロレベルでの消費を検証する個別
の歴史研究が進み、文学の歴史的背景・文脈
を重視した「ニュー・ヒストリシズム」も広
く取り入れられるようになった。歴史分析の
概念も、フランス史の二宮宏之氏によって提
唱された「ソシアビリテの社会史」やドイツ
社会学のハーバマスの「公共圏」概念を援用
した市民社会の読み直しなど、近代史の再検
討を促す重要な視点が現れてきた。18 世紀イ
ギリス啓蒙思想家が語った「ソーシャビリテ
ィ」は、20 世紀に入りジンメルやエリアスに
よって分析概念と認知され、それを拡張した
「公共圏」概念は広範囲にクラブや組合、酒
場や劇場の研究にも批判的に応用されなが
ら、「社会的結合」あるいは「新たな階級形
成」の実証に結びついてきた。一方で、ソー
シャビリティを範疇に含みうる Social 
Capital の研究もパットナム以降進んできて
おり、また「社会関係的な資質」と並び
Cultural Capital の概念を重視して、消費社
会における階級の再形成過程を分析したブ
ルデューの研究も一定の影響力を発揮して
きた。本研究では、これら近年の歴史学の進
展を、市場経済における消費行動を理解する
切り口として取り込んだ上で、「社交」と「社
会的結合」に関する国内の研究を統合する枠
組みとしての「消費文化史」研究を深めるこ
とを意図し、歴史学・社会学・人類学・政治
学の研究蓄積を糧にしつつ、「交換・贈与を
含めた流通」と「消費」を中心に据えた年代
横断的な共同研究を進めた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、(1) 従来からの「市場経済
化」と「市民社会形成」の二分法的議論を解
体し、生産、交換・贈与を含めた流通、そし
て消費が共に織りなす「消費文化」を結節点
とした歴史を紐解く作業を通じて、(2) 消費
主体がもつ「経済・文化・社会関係的な資質」、
言い換えれば「資産・教養・社交性（ソーシ
ャビリティ）」が重層的に醸成され複合的に
発露する公共の場とその形成過程を再考し、
(3) 公共圏を形づくりながら生成・再生成さ
れる社会的結合の中で、いかにネットワーク
集積的に嗜好や心づかいが共有され、またい
かに動的な共有過程が変化促進的な役割を
果たすかを探求することであった。これら三
つの研究関心を軸として、本研究では緻密な
事例研究を下敷きとして理論と実証研究の
バランスを取りつつ、プロジェクト構成員が
個別の研究および定期的な研究会での議論
を行ったうえ、具体的な研究発表を通じて国
内外の研究者と連携しつつ、研究成果を広く
共有することを狙った。 
 
３．研究の方法 
本研究は、平成 21～23 年度および平成 24～
26 年度における科学研究費基盤（C）助成研
究（前研究・前々研究）において整備を進め

てきた「消費文化史」の学問的基盤の上に立
脚し、プロジェクト構成員が調査・分析をテ
ーマごとに分担し、理論面では各研究者の議
論を有機的に組み合わせて共同作業を行っ
た。 
 平成 27 年度は、プロジェクト構成員によ
る個々の調査研究と定期的なディスカッシ
ョンを通じて班ごとの研究テーマへの理解
を深め、プロジェクトが開催する国際学会で
の発表にまとめる作業に取りかかると共に、
「シリーズ消費文化史」発行に向けて単著の
執筆を進めた。同時に、前研究期間中に開催
した国際シンポジウム基調講演者 Frank 
Trentmann（ロンドン大バークベック校）と
は、新（研究協力者・ロンドン大バークベッ
ク校）が共同プロジェクト「エネルギーの物
質文化」を立ち上げ、消費史の観点からエネ
ルギー史を見直す研究を行った。新は 2012
年の国際学会における基調講演者の一人
John Brewer（カルフォルニア工科大）の組
織した国際学会に参加し、その後の出版プロ
ジェクト Scarcity in the Modern World に
も携わった。 
 平成 28 年度は、研究課題を主要テーマと
し た 国 際 学 会  ‘ History of Consumer 
Culture: Objects, Desire and Sociability’
を開催した。この学会には国内外から 50 名
以上の研究者が参加し、30名以上の研究者が
研究発表を行った。基調講演では本研究の分
担者草光俊雄が公共圏の形成と消費文化を
伝記記述との関連で報告したほか、Lawrence 
Klein（ケンブリッジ大）がソーシャビリテ
ィ と 密 接 に 関 連 し て い る 18 世 紀 の
Politeness 概念と実践がいかに発展したか
について講演し、Maxine Berg（ウォーリッ
ク大）はインドにおけるクラフト産業がロー
カルとグローバルをつなぐネットワークの
中で機能していることを論じた。基調講演だ
けでなく、9 つの研究発表セッションにおい
ても、本プロジェクトに関連するトピックに
ついて活発な議論が行われ、学会として成功
を収めた。同年度においては、上記 Trentmann
の消費史をテーマとした単著『フリートレイ
ド・ネイション』を田中（研究分担者・青山
学院大）が翻訳し、新広記の解説を付して NTT
出版から出版した。同書の出版の出版に際し
ては、平成 28 年 11 月 24 日青山学院大学で
著者講演会を行うなど、プロジェクト主催の
国際学会とプロジェクト構成員の共同活動
を発展させた形で、日本における消費史の認
知度を上げる具体的な活動を行うことがで
きた。 
 平成 29 年度は、前年度の国際学会を土台
にプロジェクト構成員が個別に研究の深化
をはかりつつ、国際学会を元にした論文集へ
の執筆を行い、田中、大橋（研究分担者・立
教大学）、眞嶋、新が編者として編集作業を
行った結果、予定通り平成 30 年度 3 月に論
文集の出版を実現した。「シリーズ消費文化
史」は、担当編集者の移動と共に NTT 出版か



ら慶應大学出版会へと発行元を移し、既に眞
嶋、新井、新の単著について出版企画として
の採用を見た。プロジェクト最終年度として、
定期的なミーティングを継続した上、平成 29
年 9月には研究会全体で総括ミーティングを
行ったほか、眞嶋の在外研究期間開始に伴い、
Berg、Klein 各氏との共同研究をさらに発展
させる作業を行った。新と Trentmann とのエ
ネルギー消費の歴史に関する共同研究も、イ
ギリスを中心に進められ、ケンブリッジ大学
と英国映画協会でワークショップを開催す
るなどの活動を行った。国内ではプロジェク
トの継続的活動に向けて、平成 30 年 2 月に
プロジェクト構成員のミーティングを開き、
新が「シリーズ消費文化史」の一冊となる単
著の執筆状況について報告したほか、今後の
活動について話し合いを行った。 
 
４．研究成果 
本研究の具体的な研究成果の概要は、平成 30
年 3 月に刊行された論文集 History of 
Consumer Culture: Objects, Desire and 
Sociability 所収のプロジェクト構成員の論
文にまとめられている。上記のように慶應大
学出版から「シリーズ消費文化史」の発行に
向けプロジェクト構成員の執筆が進んでい
るほか、イギリスの出版社 Routledge ともプ
ロジェクトのこれまでの発表論文をまとめ
た論集の出版に向けた話し合いが進んでい
る。以下に個々のプロジェクト構成員の研究
成果につき、要点を列記する。 
 
（1）眞嶋（研究代表者）が平成 27 年度以降
行った活動は、主として消費文化史研究会お
よび消費文化史国際会議の開催を通じて、17
世紀から 20 世紀にかけてのイギリス服飾産
業に関する研究発表を行うことであった。そ
れに平行した形で、19 世紀から 20 世紀にか
けてのイギリスと日本の交流の接点として、
東南アジアにおける消費経済についても共
同研究および現地調査を重ね、研究領域を広
げてきた。具体的な研究成果としては、平成
27 年刊行の消費文化史国際会議プロシーデ
ィングスにおいて、17 世紀前半のチャールズ
１世時代における王室人物画の分析と繊維
産業関連の貿易指標の分析を通じて、イギリ
スにおけるファッションの勃興を論じた。平
成 30 年刊行の消費文化史国際会議プロシー
ディングスにおいては、18世紀前半のアン女
王治世下における日刊紙上の社会風刺の分
析と、株式市場および大規模投資を必要とし
た経済活動の分析を通じて、ファッションに
おけるマクロレベルおよびミクロレベルの
技術革新が促される要因について考察した。
歴史分析手法の再検討の一環として、18世紀
後半における産業革命の要因を考察した研
究書を共訳者三名とともに翻訳し、産業革命
研究の見取り図を示す訳者解説を執筆した。 
 
（2）草光（研究分担者）は「ソーシャビリ

ティと公共圏」班の研究を担当し、平成 27
年度には消費文化史研究会の会合に参加し
た他、川勝平太静岡県知事から依頼を受け６
月１４日に静岡県の幹部職員に向けて、消費
社会と植物について講演をした。これは平成
27 年に刊行された消費文化史国際会議プロ
シーディングスにおいて論じた、大英帝国で
の植物収集と消費社会の形成との歴史的つ
ながりというテーマを発展させた研究であ
り、「シリーズ消費文化史」のひとつとして
出版予定の単著でも取り上げる予定である。
平成 28 年 3 月には、学士院から招聘された
Sir Keith Thomas(オックスフォード大オー
ル・ソウルズ校）と研究の打ち合わせを行っ
た。平成 28年度には、9月に Gervase Rosser
（オックスフォード大セイントキャサリン
校）と Jane Garnett（同大ウォッダム校）を
招聘し、放送大学文京学習センター、学習院
大学、津田塾大学、京都大学などで講演会を
行った。平成 28 年 12 月にはみすず書房より
『歴史の工房——イギリスで学んだこと』を出
版した。平成 29 年 3 月 23 日から 25 日まで
学習院大学で国際会議を開催し、初日に基調
報告を行った。平成 29 年度は『ヴィクトリ
ア朝文化研究』No. 17（平成 29 年 11 月） に
「19 世紀の伝記について」を発表。春の国際
会議の報告を短くまとめ、さらに新しい知見
を加えたものであり、上記「シリーズ消費文
化史」単著の執筆活動として位置づけられる。 
 
（3）田中（研究分担者）は研究実施期間中、
主に二つの線に沿って「階級と文学・文化・
教養」という研究テーマの調査を進めた。一
つは、英国ヴィクトリア時代における美術
館・博物館を、教養・文化、国家政策、市場
社会という三者の競合と均衡の場として把
握し、その具体的な諸相につき、リサーチを
行った。その成果の一部は、平成 29 年 3 月
に学習院大学にて開催された第3回国際会議
での発表は平成 30 年 3 月に刊行された学会
プロシーディングスに掲載された。もう一つ
は、資本主義社会の中で消費の論理が強大さ
を増した時に、従来型の「文化」の担い手で
ある文学者を含む芸術家が、イギリス、日本、
アメリカなどの諸国においてどのような対
抗する立場を築いたのかに関するケース・ス
タディである。このテーマに関しては、「ヴ
ィクトリア時代批評における均衡の観念」と
して、日本英文学会第 87 回大会において口
頭発表したほか、「戦後保守主義へのアフェ
クション—三島由紀夫と吉田健一」として「国
際三島由紀夫シンポジウム 2015」にて報告し、
井上隆史他編『混沌と抗戦—三島由紀夫と日
本、そして世界』の一章として出版した。さ
らに同様なテーマを英語論文としても発表
した。また、イギリスにおいて大きく発展し
ている消費文化研究の成果を日本に紹介す
ることにも注力し、平成 28 年 11 月には、上
記 Trentmann の主著『フリートレイド・ネイ
ション—イギリス自由貿易の興亡と消費文



化』を翻訳刊行した。 
 
（4）新井（研究分担者）は田中と共に「階
級と文学・文化・教養」のテーマを取り扱い、
主に消費文化としての英国の「観光」のイメ
ージの形成、そしてその背景となる歴史、社
会、文化的要素について、文学作品および映
像作品における表象とその受容を通して研
究した。平成 27 年度 は、主に英国 19 世紀
末のユーモア作家ジェローム・K・ジェロー
ムの旅行記を分析し、それが 19 世紀末にお
ける、ロウワー・ミドル・クラスの教養志向
と知識欲を反映していることを考察した。そ
の結果は日本英文学会第 87 回大会において
発表した。平成 28 年度においては英国ヴィ
クトリア朝における王室のイメージ、教育、
出版、写真、美術、慣習の歴史的かつ文化的
背景を考察し、それがいかにヴィクトリア朝
の階級文化、そして文学、芸術生活に影響を
及ぼしてきたかを単行本にまとめた。さらに、
階級における上昇の手段としての教育に焦
点を絞り、「紳士」のコンセプトを形成し、
英国文化における「紳士像」に大きな影響を
与えた「パブリック・スクール」の歴史的背
景をたどり、文学および文化におけるその表
象を分析し、単行本にまとめた。さらに、19
世紀後半の英国の消費文化において、その存
在感と力を急速に増していった「ロウワー・
ミドル・クラス」について、その実態、イメ
ージの形成、そして表象を分析、考察した博
士論文を完成させた。さらに平成 29 年度に
は主に表象文化、映像を通しての消費活動、
教育活動に目を向け、文学作品の映像アダプ
テーションの教育的、文化的効用と影響、異
文化間の理解とテクストの共有という視点
から研究を進め、共著三点にその成果をまと
めた。また、「観光」という視点からも、文
学における「ロマン主義」の台頭とその人気
と受容がアッパー・クラスおよびアッパー・
ミドル・クラスの湖水地方観光にどのような
影響をあたえ、その影響がどのように広がっ
たかを旅行記、回想記および文学作品を通し
て考察し、論文にまとめた。また「カントリ
ーハウス」観光にも目を向け、それが「個人
の家」でありながら、「国の共有財産」とし
てみなされていく歴史的、文化的過程をたど
り、「観光」、「ヘリテージ」、「階級」の関係
を、文学作品における表象も考察の対象とし
ながら、その実態とイメージを分析し、その
成果を口頭で発表した。 
 
（5）菅（研究分担者）は「贈与と嗜好形成」
のテーマを担当し、経済外部の諸要素と消費
史について検討を行った。平成 27 年度は、
市場原理とは相容れない工芸の需要と供給
の関係について、様々な事例を考察した。そ
のなかでウィリアム・モリスの工芸論の対局
にあると思われる刑務所内での工芸作品の
生産についての考察を進め、同年 11 月にブ
ライトン大学にて招聘特別講演を行い、論文

集に所収された。平成 28 年度は、国立台湾
科技大学におけるデザイン史の国際会議に
て、工芸とジェンダーと帝国主義を考える研
究を発表した。また、1946 年にイギリスで開
催された Britain Can Make It 展の 70 周年
記念の国際会議では、工業製品の展示方法と
その国際的影響力を考察した研究を発表し
た。平成 29 年度は引き続き工業製品の展示
の日英比較を通史的に行い、口頭発表原稿を
まとめた。またデザイン史の大家である
Jonathan Woodham、Yuko Kikuchi の両氏を津
田塾大学に招聘し、19 世紀から今日までのデ
ザイン活動をグローバルな視点から考える
講演会を開催した。また、大陸ヨーロッパか
らロンドンに移動したユダヤ系デザイナー
のネットワークに着目し、とりわけファッシ
ョンおよび広告における彼らの活躍を検証
し、その結果をロンドンのユダヤ人博物館の
展覧会カタログに寄稿した。工芸品と工業製
品の移動の「ネットワーク」の生成と活用、
およびその影響についての考察を深めてき
た。 
 
（6）大橋里見（研究分担者）は「ソーシャ
ビリティと公共圏」班の研究を担当し、平成
27 年度、商業・消費社会が急速に発達した
18 世紀イギリスにおいて、人々は各種の商品
にどのようにアクセス、入手（消費）し、所
有するにいたったか、人々は商品をどのよう
に認識していたか、これらの問題を、多様な
商品が交換される拠点としての役割をにな
った「競売」に着目して検討した。特に、商
品認識に関連する作業として、近世末イギリ
スの人々の所有財を奢侈品（ここではとくに
美術・芸術品）と必需品とに分けつつ、18 世
紀における人々の商品にたいする認識が、奢
侈品と必需品という単純な2分類に当てはま
ったかどうかを解明するため、競売による販
売品の種別のデータ化を進めた。同時に、競
売という、商品の一般的売り買いとは異なる
販売手法の、モノの交換時の媒体としての機
能と役割を明らかにすることを目指し、近世
末葉の競売には、本格的量産体制以前の市場
経済環境において、なお潤沢ではない商品の
種類と数を、需要拡大する市場に提供する役
割と、販売の現場をして一種の社交場となす
機能があったことなど、平成 28 年度の終了
時までに、一定の結論を得た。研究作業の最
終段階 2018 年 3 月には、イギリスで追加調
査を行い、本科研における研究をまとめた。
平成 27 年度には、大橋個人が代表研究者の
科研課題での調査を参照系としつつ、消費に
おける「奢侈的消費」にかんする予備的調査
を行った。平成 28 年度には、前年の予備的
調査をふまえて、夏季休業中にイギリスにお
いて研究調査をおこなった。平成 29 年度に
は、先のおよそ二年間の研究調査等において、
発達する消費経済環境において、競売という
売買手法を用いる理由の一面を明らかにす
るにいたった。この結果を、平成 28 年 3 月



に開催した国際学会において、口頭報告し、
平成 30 年 3 月刊行のプロシーディングス所
収の報告論文を執筆した。 
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